
皆様こんにちは、ヨコレイひまわり発電所です。

日差しの厳しい日が増えてきました。本格的な熱中症

対策を行いましょう。

それでは今月も、ひまわり通信にお付き合いください。

釧路メガソーラー 民有地の樹木を無断伐採 「謝れば済む話」

地球温暖化の防止や脱炭素社会の実現に向け、再生可能エネルギーへの転換は、現代社会が取り組むべき最優

先課題の一つとなっています。とりわけ太陽光発電は、その中核を担うクリーンなエネルギー源として期待さ

れ、全国各地で大規模なメガソーラー開発が進められてきました。しかし、その足元でいま、本末転倒と言わ

ざるを得ない深刻な事態が引き起こされています。環境負荷を減らすためのクリーンエネルギー開発が、あろ

うことか貴重な自然環境や生態系を違法に破壊するという、極めて矛盾した構図が浮き彫りになっているので

す。その象徴的な事例が、北海道釧路市周辺で相次いで発覚している太陽光発電事業者を巡る法令違反です。

釧路市新野地区のメガソーラー建設においては、事業者が国や市からの許可を一切得ないまま、建設予定地に

つながる国有地の植物を幅約１０メートル、長さ約２７０メートルにわたって無断で伐採し、車両を通行させ

ていたことが明らかになりました。この新野地区は、２０２３年と２０２４年の調査で絶滅が危惧されるキタ

サンショウウオの生息が確認された、極めて重要な地域です。「釧路市文化財保護条例」では、文化財の保存

に影響を及ぼす行為には事前の許可が必要であると厳格に定められており、市議から市の教育委員会へ「条例

違反に該当すると判断することを求める要望書」が提出されるなど、事業者への批判と厳しい追及の動きが強

まっています。事業者側は当初、現場で作業をする業者とのコミュニケーションミスが原因としていました

が、社会的批判を受けて「謝れば済む話」だと発言したことが報じられました。

さらに根深い問題は、こうした違法行為が単発の事案にとどまらないという点にあります。同じ釧路市の北斗

地区では、別の事業者が森林法で義務付けられている事前の届け出や事後の報告を一切行わず、釧路湿原の周

辺に位置する森林を無断で伐採していたことが判明しました。さらにこの業者は、同市阿寒町に建設した施設

においても伐採完了の報告書を未提出のまま放置しており、度重なる法令違反を犯した挙句、現在は行政側か

らの連絡に対しても音信不通の状況にあるということです。

一度破壊された自然や生態系が元の状態に戻るまでには、膨大な時間がかかります。伐採された森林の生態系

が回復するまでには数十年から数百年かかると言われており、特に湿

原は、絶妙な水質バランスや泥炭の蓄積の上に成り立つ非常に繊細な

生態系であるため、数百年、本質的には数千年単位の時間が必要にな

ります。決して「謝れば済む話」ではありません。太陽光発電事業は、

単に形式的な数値目標を達成するためにクリーンな電力を生み出すだ

けに留まらず、その開発に関わるすべてのプロセスにおいて「自然と

の共生」が真に図られているか、そして企業の社会的責任を果たして

いるかを深く認識し、厳しい目で監視していく必要があります。



ヨコレイ太陽光発電   ５月の発電量

1170. 0 kWh

■横浜市の天気概況 <気象庁HPより>

日  照  時  間：237. 0 時間（先月：169. 3 時間）

平均最高気温： 25. 5 ℃  （先月： 21. 1 ℃ ）

0120-37-4501
（受付時間 9:00～18:00 土日祝日を除く）

※本紙の配信停止をご希望の方は、ご連絡ください※

(株)ヨコレイ 法人向け太陽光発電

    ひまわり発電所
https://yokoray.co.jp/solarenergy/

釣り大会を開催しました

データセンター急増による爆発的電力需要 「逆戻り」の懸念

5月23日（土）、ウォーキングイベントを開催しま

した！社員と家族合わせて57名が参加しました。

山下公園の日本郵船氷川丸前からスタートし、各自が

横浜市内の散策を楽しみながらゴールである横浜市役

所を目指しました。ゴール地点に集合してから、市役

所内のレストランで懇親会を兼ねてランチにシュラス

コ料理を堪能しました。

国際エネルギー機関（IEA）の「世界エネルギーレビュー2026」によると、2025年は太陽光発電が世界のエ

ネルギー需要増加分の4分の1以上を満たし、発電量増加分の約70％を占めるなど最大の貢献を示しました。し

かし、このクリーンエネルギーの躍進の裏で、世界のエネルギー関連CO2排出量は過去最高を更新するという

複雑な現実が浮き彫りになっています。その大きな要因が、急速なデジタル化の進展や生成AI利用の増加に伴う

データセンターの急増です。生成AIの1回の利用は、従来のグーグル検索などと比べて約10倍の電力を消費す

ると言われており、スマートフォンのバッテリーを半分近く充電できるほどのエネルギーです。特に米国では、

2025年のエネルギー需要が2％以上も増加しましたが、データセンターの消費急増だけでその増加分の約半分

を占める事態となりました。この急激な電力需要の逼迫に加え、天然ガス価格の高騰が重なったことで、皮肉に

も長年減少傾向にあった石炭需要が10％も押し上げられる結果を招く結果となり、クリーン化の成果を相殺し

かねない深刻な弊害となっています。

ヨコレイ春の散歩＆シュラスコ

6月6日（土）、ヨコレイ安全衛生協力会の釣り大会

を開催しました。社員・家族・ビジネスパートナー

様合わせて30名が参加しました。金沢漁港から出港

し、アジ釣りを楽しみました！

（※拡大生産者責任：）

@yokoray_official
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